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頼
む
か
ひ
あ
る
神
心
。
〳
〵
。
治
ま
れ
る
時
ぞ
久
し
き
。

抑
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
東
山
豊
国

の
花
。
今
を
盛
の
よ
し
君
聞
し
召
し
及
ば
せ
給
ひ
。
花

見
の
行
幸
あ
る
べ
き
間
急
ぎ
見
て
参
れ
と
の
宣
旨
に
ま
か

せ
。
唯
今
豊
国
に
参
詣
仕
り
候
。

の
ど
か
な
る
日
影
と
共
に
立
ち
出
で
ゝ
。
〳
〵
。
大
内
山

の
陰
つ
ゞ
く
。
梢
も
し
げ
き
松
藤
の
。
ふ
り
に
し
跡
を
過

ぎ
行
き
て
。
五
条
の
橋
を
打
ち
渡
り
。
豊
国
に
早
着
き
に

「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

シ
テ
一
声

サ
シ

け
り
。
〳
〵
。

古
へ
の
。
誓
ひ
の
末
の
絶
え
や
ら
で
。
又
あ
ら
は
る
ゝ
宮

居
か
な
。
す
ぐ
に
治
め
し
世
の
た
め
し
。
誰
か
お
ろ
か
に

思
は
ま
し
。

さ
れ
ば
神
功
皇
后
は
。
仲
哀
天
皇
の
御
憤
り
を
。
散
じ
給

は
ん
其
た
め
に
。
数
万
騎
を
催
し
給
ひ
て
。
三
韓
に
趣
き

給
ひ
し
よ
り
。
威
光
の
程
の
あ
ら
は
れ
て
。
光
も
高
き
日

の
本
の
。
国
ゆ
た
か
な
る
御
代
と
か
や
。
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天
が
下
静
に
守
る
明
暮
に
。

年
ふ
れ
ば
生
ひ
立
ち
に
け
る
緑
子
の
。
〳
〵
。
影
は
千
年

の
末
ま
で
も
。
猶
い
や
ま
し
に
栄
え
よ
と
。
祈
る
心
の
疎

な
き
。
高
き
山
深
き
海
に
も
喩
ふ
べ
き
。
親
の
恵
は
有
難

や
。
げ
に
や
老
い
せ
ず
死
せ
ず
と
の
。
其
古
事
ぞ
頼
も
し

き
。
〳
〵
。

如
何
に
是
な
る
人
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

こ
な
た
の
事
に
て
候
ふ
か
何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

「「「「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

御
身
は
当
社
の
宮
つ
こ
に
て
渡
り
候
ふ
か
。

さ
ん
候
当
社
に
故
あ
る
者
に
て
候
。

見
申
せ
ば
美
し
き
玉
箒
を
持
ち
給
ひ
候
ふ
は
。
如
何
な
る

謂
れ
に
て
候
ふ
ぞ
。

さ
ん
候
此
明
神
は
花
に
ふ
け
り
給
ひ
惜
し
ま
せ
給
ふ
に
よ

り
。
か
や
う
に
一
葉
を
も
か
き
集
め
て
候
。

是
は
勅
使
に
て
候
ふ
が
。
当
社
の
花
盛
の
よ
し
君
聞
し
召

さ
れ
。
行
幸
あ
る
べ
き
間
見
て
参
れ
と
の
勅
諚
に
て
。
唯
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今
是
ま
で
参
り
て
候
。

さ
て
は
勅
使
に
て
候
ふ
ぞ
や
。
有
難
や
君
と
し
て
だ
に
当

社
の
花
を
叡
覧
あ
る
べ
き
と
の
御
事
な
る
に
。
都
の
外
に

は
住
み
候
へ
ど
も
。
朝
夕
此
花
に
戯
れ
候
ふ
事
。
老
が
身

の
思
出
に
て
こ
そ
候
へ
。
け
ふ
も
又
桜
に
宿
る
狩
衣
。
き

つ
ゝ
馴
れ
ゆ
く
春
の
山
風
。
ふ
る
事
な
が
ら
思
ひ
出
で
ら

れ
て
候
。

不
思
議
な
り
と
よ
老
人
は
。
た
ゞ
人
な
ら
ぬ
御
気
色
な
り
。

「「「「「
シ
テ

ワ
キ
カ
ルヽ

シ
テ
ク
リ

サ
シ地

ま
づ
〳
〵
当
社
の
御
来
歴
。
委
し
く
語
り
給
ふ
べ
し
。

抑
此
豊
国
大
明
神
と
申
す
は
。
本
地
八
幡
の
御
再
誕
に
て
。

か
り
に
和
光
の
塵
に
交
は
り
給
ひ
。
東
夷
西
戎
南
蛮
北
狄
。

御
心
の
ま
ゝ
に
切
り
随
へ
給
ひ
て
。
四
海
泰
平
な
り
し
故

に
。
今
の
代
ま
で
も
静
な
り
。

然
る
に
此
御
神
の
。
遷
宮
な
ら
ぬ
御
時
は
。

太
閤
大
相
国
秀
吉
公
と
申
し
奉
り
し
が
。
種
々
の
智
略
を

め
ぐ
ら
し
給
ひ
て
。
都
鄙
安
全
に
静
ま
り
て
。
先
は
津
の
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国
大
阪
の
辺
に
御
座
を
定
め
。
玉
楼
金
殿
軒
を
並
べ
。
又

は
山
城
や
。
伏
見
の
里
の
宮
作
り
。

金
屋
に
花
を
か
ざ
り
。

昼
夜
の
栄
花
は
喩
へ
も
な
し
。
ひ
と
へ
に
天
下
の
誉
れ
と

か
や
。

さ
れ
ば
此
君
は
。
文
武
両
道
に
疎
か
ら
ず
。
英
雄
の
心

を
と
り
。
功
あ
る
物
を
賞
禄
し
。
志
を
衆
に
通
ず
。
賊

を
討
つ
て
怨
を
報
ず
る
事
は
。
義
の
決
な
り
。
惻
隠
の
心

「「「「「
シ
テ地

ク
セ

シ
テ地

は
。
仁
の
発
な
り
と
思
し
召
し
て
。
土
民
を
憐
れ
み
給
へ

ば
。
仮
初
の
出
御
を
も
。
唯
日
月
の
如
く
に
。
拝
せ
ぬ
者

は
な
か
り
け
り
。
金
玉
の
台
に
。
美
玉
の
数
を
す
ゑ
お
き
。

御
遊
の
み
に
送
る
世
の
。
新
玉
の
春
の
朝
に
は
。
吉
野
醍

醐
の
花
見
に
も
。
花
や
か
な
り
し
装
ひ
を
。
今
見
る
や
う

に
思
は
る
ゝ
。

吹
き
す
さ
び
空
の
浮
雲
心
せ
よ
。

花
の
盛
の
紅
葉
す
る
ま
で
と
。
連
ね
給
ひ
し
歌
故
に
。
曇
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り
し
空
も
晴
れ
明
り
。
吹
く
風
も
枝
を
鳴
ら
さ
ず
。
天
も

納
受
し
。
鬼
神
も
感
を
な
す
と
か
や
。
我
は
豊
国
の
神
な

る
が
。
勅
使
に
逢
は
ん
其
為
に
。
こ
ゝ
に
顕
は
れ
出
で
た

り
。
暫
く
待
ち
給
へ
と
。
朱
の
玉
垣
に
入
り
給
ふ
。
玉
垣

の
内
に
入
り
給
ふ
。

夜
も
す
が
ら
花
の
木
陰
に
枕
し
て
。
〳
〵
。
猶
も
奇
特
を

見
る
べ
し
と
。
夢
待
ち
顔
の
今
宵
か
な
。
〳
〵
。

道
の
道
た
る
時
と
て
や
。
〳
〵
。
豊
国
の
宮
居
あ
ふ
が
ん
。

「「「「

ワ
キ
上
歌

唐
人
次
第詞

道
行

か
や
う
に
候
ふ
者
は
唐
大
明
の
臣
下
。
游
撃
将
軍
と
は
我

事
な
り
。
さ
て
も
日
本
国
太
閤
大
相
国
の
武
勇
一
天
四
海

に
隠
れ
な
き
に
よ
り
。
度
々
御
調
物
を
備
へ
申
し
て
候
。

又
此
頃
は
豊
国
大
明
神
と
な
ら
せ
給
ひ
。
猶
以
て
御
威
光

あ
ま
ね
き
よ
し
承
り
候
ふ
間
。
宮
居
を
拝
み
申
さ
ん
た
め

に
。
只
今
日
本
に
趣
き
候
。

東
海
の
波
路
を
し
の
ぎ
行
く
舟
の
。
〳
〵
。
入
日
の
影
を

跡
に
見
て
。
月
の
出
で
く
る
雲
間
よ
り
。
山
見
え
そ
め
て
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日
の
本
の
。
筑
紫
の
地
を
も
漕
ぎ
過
ぎ
て
。
雁
の
翼
の
門

司
の
関
。
厳
島
根
や
須
磨
明
石
。
淡
路
島
山
程
近
き
堺
の

浦
に
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

心
と
め
な
ば
何
く
に
も
。
住
吉
の
浜
や
難
波
江
の
。
角
ぐ

む
蘆
辺
分
け
過
ぎ
て
。
四
方
の
梢
も
時
め
け
る
。
花
の
都

の
東
山
。
豊
国
の
社
を
。
拝
む
ぞ
尊
か
り
け
る
。
〳
〵
。

如
何
に
神
職
の
人
の
渡
り
候
ふ
か
。
唐
よ
り
游
撃
将
軍
の

御
参
り
に
て
候
。
明
神
に
供
物
の
候
御
備
へ
候
へ
。

「「「「「「「
下
歌

唐
人
ツ
レ

神
主

唐
人
ツ
レ

神
主
カ
ルヽ地

神
主
詞

さ
ん
候
某
こ
そ
神
職
の
者
に
て
候
へ
。
御
捧
物
の
候
は
ゞ

こ
な
た
へ
給
は
り
候
へ
。

是
は
夜
光
の
玉
と
て
楚
王
の
持
ち
給
ひ
し
宝
に
て
候
。

吉
田
の
兼
見
承
り
。
神
前
に
参
り
宝
珠
を
備
へ
。
幣
帛
を

捧
げ
つ
ゝ
。
同
じ
く
祝
詞
を
参
ら
せ
け
れ
ば
。

唐
人
も
諸
共
に
拝
殿
に
。
伺
候
し
て
。
伎
楽
を
こ
そ
は
奏

し
け
れ
。

如
何
に
游
撃
へ
申
し
候
。
神
前
に
於
て
一
さ
し
御
舞
ひ
候

1213



へ
。

心
得
申
し
候
。

不
思
議
や
舞
楽
の
内
よ
り
も
。
〳
〵
。
光
か
ゝ
や
き
異
香

薫
じ
。
御
殿
し
き
り
に
鳴
動
す
る
は
。
大
明
神
の
出
現
か

や
。

抑
是
は
人
王
百
八
代
の
御
宇
に
あ
り
し
。
豊
臣
の
神
な
り
。

我
日
域
に
地
を
占
め
て
。
君
を
あ
が
め
民
を
憐
れ
み
。
四

海
た
な
ご
ゝ
ろ
に
握
り
。
心
の
ま
ゝ
に
あ
り
し
事
。
唯
こ

「「「「「「「
唐
人地

後
ジ
テ

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ

れ
武
勇
の
力
ぞ
か
し
。
よ
く
〳
〵
勅
使
も
聞
き
給
へ
。

あ
ら
貴
の
御
事
や
。
日
の
本
を
静
に
と
。
守
り
の
神
の
御

威
光
。
御
影
を
拝
む
あ
ら
た
さ
よ
。

代
を
直
に
治
め
し
は
。
周
の
武
王
の
始
め
よ
り
。
恵
王
に

至
る
ま
で
。
八
百
六
十
七
年
。

水
よ
く
舟
を
浮
べ
て
。
君
を
守
護
し
申
さ
ば
。
幾
千
代
も

変
ら
じ
。

上
に
居
て
お
ご
ら
ざ
れ
ば
。
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下
と
し
て
乱
さ
ず
。

げ
に
仏
法
も
王
法
も
。
動
か
ぬ
御
代
と
な
る
事
も
。
和
光

の
か
げ
と
思
へ
た
ゞ
。

立
つ
波
風
も
音
せ
ぬ
は
。
上
下
万
民
有
難
や
。

た
ゞ
頼
め
。
〳
〵
。
豊
国
の
神
の
あ
ら
ん
限
り
は
。
君
も

安
全
に
子
孫
も
盛
に
。
守
る
べ
し
〳
〵
と
。
宣
ふ
御
声
の

下
よ
り
も
。
夜
光
の
玉
を
ば
御
門
へ
さ
ゝ
げ
。
正
体
を
取

り
出
だ
し
。
游
撃
に
是
を
与
へ
給
へ
ば
。
大
唐
の
北
京
に

「「「「
地

シ
テ地

シ
テ

宮
居
を
建
て
。
渇
仰
申
さ
ん
と
誓
約
を
申
し
。
日
本
大

唐
の
。
勅
使
は
共
に
明
神
の
。
御
影
を
拝
し
申
し
て
。
御

前
を
立
て
ば
。
神
は
宮
中
に
入
ら
せ
給
ふ
。
〳
〵
。
威
光

の
程
こ
そ
有
難
け
れ
。
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